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　はじめに

ニジギンポ族（Nemophini）は底生生活をおこ

なう種が多いイソギンポ科魚類の中で，鰾を有し

遊泳生活をおくることが知られており，世界の暖

海に 5 属 50 種以上が知られている（村瀬，

2018）．ヒゲニジギンポ属 Meiacanthusはインド・

西太平洋から 28種が知られており（Smith-Vaniz 

and Allen, 2011），日本国内からはオウゴンニジギ

ンポ Meiacanthus atrodorsalis (Günther , 1877)，サ

ツキギンポ Meiacanthus ditrema Smith-Vaniz, 1976，

ヒゲニジギンポ Meiacanthus grammistes (Valenci-

ennes, 1836)，およびカモハラギンポ Meiacanthus 

kamoharai Tomiyama, 1956の 4種が記録されてい

る（藍澤・土居内，2013）．このうちヒゲニジギ

ンポ M. grammistesは，比較的飼育が容易なため

観賞魚として人気が高く（森岡・水谷，2006），

飼育環境における産卵と育成の知見も蓄積されて

いる（鈴木ほか，2006）．鹿児島県内のヒゲニジ

ギンポの標本に基づく記録は，奄美大島と徳之島

からの報告のみにとどまる（Nakae et al., 2018; 

Mochida and Motomura, 2018）．

2019年 3月 24日にトカラ列島平島東之浜港か

ら 1個体のヒゲニジギンポが採集された．記載標

本は本種のトカラ列島における標本に基づく初め

ての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は Smith-Vaniz (1976)にした

がった．頭部感覚孔の名称は藍澤・土居内（2013）

にしたがった．標準体長は体長と表記し，体各部

の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmまでお

こなった．色彩の記載は，固定前に撮影された平

島産の標本（KAUM–I. 129110）のカラー写真に

基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方

法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保

管されており，上記の生鮮時の画像は同館のデー

タベースに登録されている．

　結果と考察

Meiacanthus grammistes (Valenciennes, 1836)

ヒゲニジギンポ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 129110，体長 66.5 mm，鹿児

島県トカラ列島平島東之浜港（29°41′19″N, 

129°32′25″E），2019年 3月 24日，釣り，白坂健人．

記載　背鰭棘数 4；背鰭軟条数 26；胸鰭軟条

数 15；腹鰭棘数 1；腹鰭軟条数 3；臀鰭棘数 2；

臀鰭軟条数 13；尾鰭軟条数 11；上顎犬歯状歯数 1，

櫛状歯数 12；下顎犬歯状歯数 1，櫛状歯数 13．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 25.1；眼

窩径 6.9；肛門における体高 23.5；肛門前長

55.8；背鰭第 1棘長 7.4；背鰭第 2棘長 10.3；背

鰭第 3棘長 12.3；背鰭第 4棘長 13.5；背鰭第 1軟

条長 7.7；腹鰭長 11.5；尾鰭最長軟条長 24.2；尾

鰭最短軟条長 22.0．

体は細長く，後方に向かうにしたがい側扁す

平島から得られた標本に基づく
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る．体背縁は吻端から眼にかけて急激に上昇し，

その後背鰭第 5軟条基部にかけて緩やかに上昇

し，そこから尾柄部にかけて緩やかに下降する．

体腹縁は下顎下部で強く湾入した後，胸鰭先端下

方にかけて下降し，そこから尾鰭基底にかけて緩

やかに上昇する．頭部の輪郭は丸みをおびる．下

顎下部に 1対の短い皮弁を有する．上顎は下顎よ

りも前方に突出し，その後端は眼の前縁直下に達

する．鼻孔は眼の前方に位置し，後鼻孔は管状で

皮弁を有する．頭部感覚管の開孔は単純．下顎管

は下顎後端下方に位置し 3孔．前鰓蓋管は前部で

3孔が前後方向に 1列に並び，後部で 3孔が背腹

方向に 1列に並ぶ．鼻域孔は頭部背面の眼隔域前

方にあり左右 2対．眼隔管は左右 2対の 4孔．眼

上管は 2孔．眼下管は眼を取り囲むように並び，

前方に背腹方向の 2孔，下方に前後方向の 3孔，

眼の後方に背腹方向の 2孔がそれぞれ並ぶ．上側

頭管は背鰭起部前方に 1対，その左右後方に 1対

あり計 4孔．側頭管は上側頭管の下方から体軸と

平行に背鰭第 2棘基部直下にかけて前後方向に 3

孔が並ぶ．側線管はそれぞれの前後両端で開孔し

た管状のものが側頭管の後方から上昇し，背鰭基

底に沿って 7つ並ぶ．背鰭起部は鰓膜上端直上に

位置し，背鰭軟条は分枝しない．臀鰭起部は背鰭

第 11棘下方に位置する．背鰭・臀鰭最後軟条は

鰭膜で尾柄に癒合する．胸鰭基底上端は鰓膜後端

直後に位置する．胸鰭は円形を呈し，後端は背鰭

第 6軟条基部直下に達する．腹鰭は細長く伸長し，

腹鰭基部は背鰭第 2棘基部直下に位置する．肛門

は円形で臀鰭起部の直前に位置する．尾鰭は截形

で上方から第 3，9軟条はわずかに伸長する．

色彩　生鮮時の色彩―体側と背鰭前半部の地

色は鮮やかな黄色で，後方にゆくにつれて白みを

おびる．体側に 3本の灰白色に縁どられる黒色縦

線がある．最上のものは吻部背面から体背面と背

鰭基底部を通り尾柄背部に達する．中央のものは

眼の前方から始まり，胸鰭基底上方を通り，尾柄

部上部に達する．最下のものは上顎後端から始ま

り，胸鰭基底下部を通り，尾柄部下部に達する．

下方の 2本は後方にいくにしたがい破線状にな

る．背鰭先端に黒色縦線があり，外縁は背鰭第 2

軟条先端まで黄色でその後白色を呈する．腹部は

黄色みがかった白色．胸鰭基底に眼径大の 1黒色

斑がある．胸鰭軟条は黒色半透明で，鰭膜は半透

明．腹鰭は灰色がかった白色．臀鰭基底部と尾柄

部は白色を呈し，小黒斑が散在する．臀鰭鰭膜の

基部周辺は白色で，中央から先端にかけて白色半

透明を呈する．各臀鰭鰭条間の先端に黒色斑が並

び，後方はやや不明瞭になる．尾鰭軟条は黒色を

呈し，尾柄周辺は不明瞭になる．尾鰭鰭膜は白色

半透明．

分布　本種はスマトラ島（西部を除く）から

カロリン諸島，オーストラリア南東，および日本

にかけての太平洋に広く分布する（Springer, 

2001; Allen and Adrim, 2003; Allen and Erdmann, 

2012；藍澤・土居内，2013）．日本国内では静岡

Fig. 1. Fresh specimen of Meiacanthus grammistes from Taira-jima island, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 129110, 
66.5 mm standard length).
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県から高知県にかけての太平洋沿岸，大隅諸島，

および奄美大島以南の琉球列島から散発的に記録

されている（藍澤・土居内，2013）．本研究により，

トカラ列島における確かな分布が確認された．

備考　記載標本は背鰭棘数が 4，背鰭軟条数が

26，上側頭管が 3孔，下顎犬歯状歯が著しく大き

い，体側に 2叉しない 3本の黒色縦線がある，体

腹面が白色であることなどの特徴が Smith-Vaniz 

(1976)，Smith-Vaniz et al. (2001)，および藍澤・土

居内（2013）の示した Meiacanthus grammistesの

標徴によく一致したため，本種に同定された．

ヒゲニジギンポは背鰭棘が 4–6，背鰭軟条が

22–28，体側に複数の黒色縦線をもつことなどの

特徴からカモハラギンポと類似するが，体腹面が

白色，体側の黒色縦線が網目状にならないことで

容易に識別される（藍澤・土居内，2013）．平島

産の標本は頭部地色が黄色みをおびるが，一様に

白色を呈する個体も確認されている（吉野，

1984；吉野，2008）．さらにAllen and Erdmann (2012)

はインドネシアのチェンデラワシ湾から頭部地色

が白色で体側最上の縦線が茶色を呈する個体を報

告している．しかし，鈴木ほか（2006）は雄のヒ

ゲニジギンポが繁殖の 3時間から 30分前に体色

を淡色化させることを報告しており，これらの差

異は種内変異と考えるのが妥当である．

ヒゲニジギンポ属魚類は下顎に有毒の犬歯状

歯をもつためベーツ型擬態の対象になる例が多く

知られており，フタスジタマガシラ Scolopsis 

bilineata (Bloch, 1793)の幼魚やニジギンポ Ptero-

scirtes breviceps (Valenciennes, 1836)はヒゲニジギ

ンポをモデルにしていると考えられる（瀬能，

1996；吉野，2008）．

バリ島産のヒゲニジギンポを用いて，産卵行

動や初期生活史の観察をおこなった鈴木ほか

（2006）は 8の字を描くような遊泳，円を描くよ

うな遊泳，および上下にジグザグしながら遊泳す

る求愛行動が確認されたことを報告した．この行

動は同属のオウゴンニジギンポ以外のイソギンポ

科魚類では確認されておらず，ヒゲニジギンポ属

特有のものである可能性を示唆した．また，複数

個体を飼育すると雄雌ともに体の大きい個体の産

卵回数が多く，産卵後の雄は威嚇を伴う卵保護行

動をとることを明らかにした（鈴木ほか，2006）．

平島で餌木を用いた曳釣りによって採集された記

載標本は，尾鰭両葉がわずかに伸長していること

から雄であると考えられ，餌木に対する威嚇行動

の際に誤って餌木に刺さったものと推察できる

が，これが卵保護行動によるものかどうかは野外

の行動観察による検討が必要である．

松原（1955）は琉球列島から得られた個体に

基づき，本種に標準和名ヒゲニジギンポを提唱し

た．ヒゲニジギンポはこれまで静岡県富戸・大瀬

崎（瀬能ほか，1997）と高知県柏島（平田ほか，

1996）の南日本の太平洋沿岸，鹿児島県大隅諸島

屋久島（Motomura et al., 2010; Motomura and Hara-

zaki, 2017），トカラ列島口之島・中之島・平島（坂

井ほか，2005, 2009），奄美群島奄美大島（Nakae 

et al., 2018）， 徳 之 島（Mochida and Motomura, 

2018），沖縄県伊江島（Senou et al., 2006），八重

山諸島宮古島（Senou et al., 2007），西表島（吉野，

2008），および与那国島（伊藤，2009; Koeda et 

al., 2016）を含む琉球列島の広域（吉野ほか，

1975；藍澤・土居内，2013）から報告されている．

しかし，坂井ほか（2005, 2009）の報告は水中写

真を基に同定をおこなっており，標本は得られて

いない．したがって，本報告はヒゲニジギンポの

トカラ列島における標本に基づく初記録であり，

分布の確かな証拠となるものである．
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